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＜右詰で記載してください。＞

国税庁（税務署）の「令和7年 給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の

手引」、記載説明等の資料に従い記載をお願いいたします。

Ⅰ 住 所：令和8年1月1日現在の居住地を記入します。

Ⅱ 個人番号：受給者や扶養親族等の個人番号（マイナンバー）を記入します。

Ⅲ 氏 名：氏名欄には必ずフリガナを記入します。

Ⅳ 種 別：給与・賞与のほか、「専従者給与」・「役員報酬」などの種別を記載します。

Ⅴ 生年月日：受給者の生年月日を記入します。

Ⅵ 摘 要：○中途就職者で前職分の給与を通算して、年末調整を行った場合は、

前職場名・給与支払額・社会保険料・源泉徴収税額を記入します。

○扶養親族が別居の場合は、住所・生年月日を記入します。

○普通徴収へ切り替える場合は、下記の通り記入します。

※詳細については国税庁ホームページに掲載の『給与所得の源泉徴収票等の

法定調書の作成と提出の手引』を確認の上必ず記入してください。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅵ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

ｄ 個人住民税普通徴収への切替理由の記入について

個人住民税（市町村民税・県民税）を給与から特別徴収できない方（下記事

項のいずれかに該当する方）については、給与支払報告書摘要欄に該当記

号（a～f）をご記入ください。

下記事項に該当する方以外の方は、法の規定により特別徴収となります。

a. 常時二人以下のお手伝いさんなどのような家事使用人のみの事業所
b. 給与の支給期間が1月を超える者（給与の支払いが不定期の者を含む）

c. 退職者又は休職者（5月31日までに予定している者を含む）

d. 給与額が少なく税額が引けない者
e. 他の事業所で特別徴収される者（乙欄適用者）
f. 事業専従者（青色申告者の専従者は除く）

※該当記号の記入がない場合は、特別徴収となります。

普通徴収の切替理由を記入↓
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